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語りへの模索

福島民話の会の佐藤久子さんが、新しい話者の

テープを送ってきてくださった。この会から遠藤

登志子さんという稀有の語り手が生まれたことは

記憶に新しい。今まで語ることを忘れていた五十

代六十代の話者が、仲間たちの問いかけーにこたえ

ているうちに、それが呼ひヲドとなって、いきいき

と伝承の語りが、遠藤さんの言葉でいえば脳の裏

側にはりつついていた語りが引き出されてくるの

である。

今回の野辺喜江子さんは、伝承の語りと共に世

間話を語りますといって、身近な出来事もまた伝

承の語りと同じリズムで語られる、それが興深か

った。私どもが聴耳をもち、問いかけるならば、

まだまだ埋もれている話者と出合うことができる

のではないだろうか。

と同時に、新しい話者への道を歩み出していく

人びとのことも忘れてはなるまい。語ることこそ

が口承文芸の本来の道であることに、多くの人び

とは気付きはじめているのではなかろうか。そし

て、どのような語りこそが望ましいのか、模索が

松谷みよ子

はじまっている。語りのための民話集若つくって

という要望もあり、多くの資料集からどう自分の

語りに移すか、方法を求める声もある。そうなる

と、この道は一つの修行の場ともなりそうで、こ

のあたりは私どもが理論化な.り実践化なりしなく

てはならないところへきているのではないか、と

思うのだけれども一。

さて我が身を顧みると、きちんとした語りは一

つもできなくて、娘二人の幼い日に語ったのは、

くうり子姫とあまんじゃく>である。男の子の孫

ができて、く桃太郎>が加わった。岡山のくっち

ゃあ寝の桃太郎で、一つはどうなん半分やる、と

いうと、孫は「けちんぽだねJときっという o 近

頃はイヌ、サル、キジだけでなく、ウサギも連れ

ていってくれといっ。長い耳で・ばったばったと鬼

をやっつけるのだそうな。キピダンゴは三つしか

ないし、ウサギを連れていっていいものか、ほと

ほと困っている。これも模索のーっかとおかしい。

(東京都 練馬区)

199  1年度第 2回 研究 例会

1991年度第 2巨J(通算22回)の研究例会は， 92 

年 3月11日午後，中央大学政河台記念館で開催さ

れ、酒井正子、井口淳子の二氏による研究報告が

なされた。討論の司会は藤井貞利氏が担当された。

酒井正子氏の発表「徳之島の葬歌の系譜一奄

美の民俗音楽文化からJでは、徳之島の弔事専用

の歌についT;の報告がなされた。

徳之島では、三昧線にのせる「あそひ

かに入り混仁じ，つたものてで，なく、直接弔事にかかわ

って歌う専用の曲目が豊富に見られる。それは、

「死者儀礼にかかわるもの」と「個人的な哀惜の

歌Jとのこつに大きく分けられる。前者には、不

定形の泣きクヤ、泣きクエと、定型の供養歌や泣

き歌がある。以前には僧侶を呼ばず、これによっ

て葬儀が進行した。後者には、わかれ遊びや歌掛

けと歌詞が相互に流用する場合があり、死別と恋

愛に共通する表現のあることが分かる。シマウタ

が弔いの歌から起こったという説は、一つの流れ

としては認められるが、すべてではないという。



井口淳子氏の発表「物語の形成過程としてのパ

フォーマンスー中国農村の語り物音楽より」で

は、 1990年夏に中国河北省の農村で聞いた語り物

「青雲剣Jを材料にして、書かれたテキストと語

られるものとのちがいが取り上げられた。

語り物には、文字テキストの使用不使用にかか

わりなく、語りのもととなる物語がある。と同時

に、その語り手が挿入するエピソードがあり、こ

れは地方の「土語Jで話され、独立した「笑話J

となっている場合が多い。既存のテキストは「死

詞J と呼ばれるが、それだけでは長大な語り物は

成立せず、語り手の芸人が創作する部分で「油水

u荒れる水)Jと呼ばれるものが必要になる。こ

れには蹟文の決まり文句と散文の即興的な話しこ

とばとがあり、パフォーマンスの場にあわせて、

臨機応変に用いられるという。

199 2年度目木口承文芸学会犬会報告

1992 (平成 4)年度の第16回大会は、 6月6日

(土)-7日(日)の2日間にわたり、東京都文

京区の東洋大学白山校舎を会場として開催された。

参加者は約100名。
初日の午後は、 「絵解きの比較研究」と題する

シンポジウムが、小西正捷氏「インドの絵諒りと

語り絵」、坂田貞二氏「北インドのヒンドゥー教

徒によるクリシュナ神話・伝説の絵解き」、林雅

彦氏「日本の絵解き・遡i原の試み」の諸報告と、

野村純一氏の司会によって、豊富な現物の展示と

視覚的資料を使って行われた。

これにつづく会員総会では、 1991年度の事業・

会計・機関誌15号などの報告事項が承認され、つ

づいて1992年度の事業計画・予算案 r機関誌16号

の計i@などが審議され、承認された。

学会名の英訳変更については、別項の伊藤清司

氏の報告にあるように、結論が出せず、次年度の

総会に持ち越しとなった。また1993(平成5)年

度の大会は、東京都立大学の八王子市にできた新

校舎での開催が決定された。総会の終了後、会場

近くの「かに谷白山庄」で懇親会が開かれた。

学会名の英訳変更に関する経過報告

伊藤 j青司

先年、学会名の英訳変更に関する問題提起があ

りましたのをうけて、小委員会が組織され(委員

は荒木博之、飯豊道男、伊藤、大林太良、小沢俊

夫、三原幸久。世話人大林)、アンケートによっ

て各委員の意見を需めましたが、必ずしもその一

致をみることができませんで・した。

その後、都合により世話役を伊藤が引継ぎ、ま

た全員からの積{霊的な提案もありましたので(伝

え 9 号、 10 号参!l~)、次頁の表に記したとおり、そ

れらを笠原したうえ、木年2月に再度各委員の意

二日目は午前と午後に分かれて研究発表が行

われたが、その発表者と題目は次の通り~

城野裕子氏 「犬算入」と r，馬娘婚姻諦」の特

殊性

川添裕希氏誇張諦の発生

阿部敏夫氏 口承文芸から見たアイヌ・和人の

文化接触に関する考察一動植物日不文芸を

事例として

奥田統己氏 静内地方のユーカラの伝承の地域

性について

石井正己氏 『遠野物語』の文献学的研究

川森博司氏 異類婚姻と異常誕生の形態論ー

日韓比較の視点から

冨尾武弘氏 パラヒヤンガン物語とディエン高

地の寺院遺跡

白石昭臣氏稲と鉄の伝承

また二日自の午後の官頭には、伊藤清司氏によ

って、 「口承文芸と祭儀」と題する公開講演会が

行われた。

見(複数回答を含む)を徴しましたところ、c'案と

G案にやや賛意が集まりましたものの、依然意見

が剖h、一本化を見るに至りませんでした。

そこで本年3月の運営理事会に報告し、その処

理について誇りましたところ、問題提起があって

以来かなりの期間が経過していることでもあり、

このまま徒らに推移するのは怠慢の誇りもあろう

から、進んで一本化に努力すべきであろうとの見

解に立ち、 6月6日、大会当日の理事会に報告を

し、討議を経て了承を得ましたうえ、大会の総会

でこれまでの経緯を報告し、c'案を理事会の第 1

案として鑓案して全員各位の賛否をただしました。

しかし、総会席上、C案に決することに疑義や

反論がありましたので、万一総会で賛同を得られ
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[学会名の英訳についての小委員会案]

A (TI1e) Society for Folk Li lerature : 

Research of Japan 

B (The) Society for Oral Li leralure : 

Research of Japan 

C (The}Japanese Sociely for the Study : 

of Oral Literature 

C' (Dle)Japan Society for lhe Sludy of : 

O/-a 1 L i terature 

D (The) Society for Oral Li terature 

of Japan 

E (η1e) Society for Oral Folklore 

Research of Japan 

F (The) Society for. Folk Narrati ve : 

Research of Japan 現行の英訳名)

G (The) Japan Society for Oral: 

Literature Studies 

H (lne) Oral Li terature Associalion: 

of Japan 

H' Japan Ora 1 Li tera ture Associ a li on 

(JOLA) 

ない場合についてあらかじめ得ておりました理事

会の考えに従って、決定を明年6月に催される次

期大会総会に持ち越すことにいたし、総会の了承

をとりつけました。

因みに、以上のような経過をたどって未だ一本

化を見るに至らない事由は必ずしも単純ではあり

ませんが、主な問題は、欧米諸国の類似の学会と

われわれの日本口承文芸学会のそれぞれの研究対

象がまったく一致しているとは、必ずしもいえな

い点にあろうかと思われます。そのほか、 forLhe 

study(studjes)や researchは学会であるゆえ不

可欠という意見と、逆に不必要とする意見、 soci-

etyと associationの意味内容についての見解、

narrati veの意味内容、冠詞の要不要、 Japanか

Japaneseかなどにも及び、提案や批判は多岐に亘

っております。さらに、会員各位の率直なご意見

を承りたいと存じます。 ， (東京都目黒区)

i G月の総会で反対の意見を出された*.野氏に j

jご意見をまとめてくださるようお願いしたと j

jころ、 2ページ近い長文をいただきました。 ; 

;そのままめ掲紋は不可能ですので、結論的な;

;部分を要約して紹介します。(文責・飯倉)

私の意見と提案(要約)

水野知昭

小委員会案のいくつかにある ofJapan は文法

的な誤り。また、c'案で学会(研究を共通の目的

とする会)を意味する Societyとforthe Sludy 

ofが並ぶのは意味の重複であるの学会名にSl:udy

( Studies)を使うのはまぎらわしいので避けたい。

したがって理事会案には異議がある。

口承文芸の訳語に Ora1 L i tera !:ureをあてる

のも問題が多い。 7メリカを中心として近年とみ

に盛んな OralLi terature Research，なる学問は

記号学的な、または統計学的な文学表現論で、し

かも基本的には詩学の一部門である。 OralLi te-

ratureおよび Ora1 T rad i t i ona 1 Li Lera tureの

英語から、民話、昔話、神話の分析や比較研究、

およびその民俗学的な考察を連想することはきわ

めて困難である。

そこで私は、二つの案を提示したい。

[A案]The Japanese Society of Oral Tradi-

tion and Narrati ves (略称JO刊 OralTradi-

lion (単数)で「口頭で伝承される文化的事象j

を表わし、 Narratives (複数)で「研究対象とな

る数々の伝承J (広義での「文芸j)を表現したつ

もり。この場合、学会誌の方は Studiesin Onll 

Tradition and Narrativesとなろう。

[B案]The Japanese Society for 01-al-Tradト

tional Arls and Literature (略称 JOT札) : 

「口承文芸」を「声によって表現され享受されて

きた文芸的なもの」と、るの一部が文字化されて

発展をとげる「ことばのアルス(芸)J と捉えて、

口承のみならず書承の文芸についても問題にすべ

きだという、川田)1原造氏の着想、をふまえたもの。

英語のVerbalArt は prosenalTat i ves( myth， 

folktales. legend)のほかに謎々や格言なども含

まれるが、一般になじみが薄いので、 O/-a1:-T radト

tional Arts and Li teralulでとすれば、「ことば

のアルスJをほぽ過不足なしに表現できる。

Arls はLiberalArtsの Artsであって、一般

の芸術と区別するため複数形でなければならない

が、語りの文芸だけでなく、歌説、詩歌、舞踏な

ども含まれる。

この場合、学会誌の方は Journalo[ Oral-Tra-

dilional Arts and Literalureとなろうか。

私個人としては、この B案を推薦したい。

(市内 mm~ 山市)
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《こえ》八人 芸一声と音の競演一

石井正己

この夏、秋田県仙北郡田沢湖町の津島留吉氏

(1908年生)から、八人芸について聞くことができ

た。その名のとおり、本来は幕の陰で、大太鼓・

小太鼓・鼓・横笛・三味線・摺鉦・鈴・歌という

八人分の芸を一人で演じるものである。津島氏は

晴眼者であるが、 芸が好きで、 座頭の西宮徳治

( 1879-1936)から習った。声と音の競演と呼ぶに

ふさわしいこの芸について、そのおおよそを記し

ておきたいと思う。

演目は「せんざえもん鯖取りの場」。せんざえ

もんは娘のおこまと奉公人のやきちと三人暮らし

である。せんざえもんは芸が好きで、娘の婿に芸

の優れた者を迎えたいと思70婿になりたいと希

望した者は、大太鼓のかきねのばらえもん、小太

鼓のせきぷんとはねた、鼓のなべのふたとってき

ち、横笛のささやぶのがさきち、摺鉦のはたなか

まめぞう、鈴のやまさかころんだのすけ、三味線

のきのしたくりお、歌のはなしたながべいの八人

であった。それぞれに芸をさせてみた後、村の人

に見せたいということになり、踊りのおこまを含

めた一行は家を出てゆく。その問、やきちには、

一一受贈書リスト

日本民俗学 188号 日本民俗学会 91.11

沖縄国際大学文学部紀要国文学篇 32号 91. 12 

日本民話の会通信 99-101号 92.1-5 

民話の手帖 50号 日本民話の会 92.3

同志社国文学部号同志社大学国文学会 92.3 

甲南国文 39号 甲南女子大学国文学会 92.3 

日本語訳中国昔話解題目録 中国民話の会 92.1 

奇怪動物百守 J'7シェトン高僑宜勝訳博品社 92.6

文化財保護の足跡 北海道文化財保護協会 92.3

北海道の I口承文芸l和人文献目録 it，;f.o堂前 92.5

宮崎県史資料編民俗1.2 宮崎県 92.3

イタリアの昔話剣持弘子編訳三弥井書庖 92.7

酒同の酒を釜に移きせ、火を焚いて捌をさせる。

そのうち、雨が降り、雷がH鳥ったので、やきちに

洗濯物を入れさせる。天気が回復し、出かけた一

行が帰ってくる。そして、おこまが婿に選んだの

は、三味線のきのしたくりおであった。きのした

くりおは得意な曲を弾いてみせる。お祝いの酒盛

りが始まり、きのしたくりおの三味線とおこまの

踊りの揖・け合いが行われる。せんざえもんはお礼

を述べる。

津島氏は三昧線が得意なので、きのしたくりお

が婿になっているが、演者が最も得意とする芸を

もっ者をおこまの婿じする。また、この中で演じ

る曲は、その場によって、 「うかれ節jでも「生

保内節Jでも何でもよい。このように芸の大枠は

決まっているが、演者や場によって、自在に演じ

られてきたことが知られる。しかも、!八人芸を習

得した人にだけ教える曲があった。それは、せん

ざえもん(実在)の弾いた「せんざにがたJであ

る。この三味線の手は津軽三味線の流れを汲んで

いる。津軽三味線の源流は座頭にあるので、津軽

と秋田の座頭に交渉があったことが知られる。津

島氏は現在、こうした芸や伝承を二人の弟子に教

えつつある。江戸初期以来の伝統をもっ八人芸が

二十一世紀に向かつて受け継がれることを、願っ

てやまない。(東京都 東久留米市)

民具マンスリー 24巻10号-25巻2号神奈川大学

日本常民文化研究所(同研究所要覧 1992も)

日本学術会議月報 32巻12号-33巻6号

国立歴史民俗博物館研究報告 35-37集、39-40集

(館蔵資料概要、映像・音響資料概要も)

口承文芸資料集 7号響文社 92.3

国文学研究資料館報37-38号/講演集13号/国際

日本文学研究集会会議録15回/共同研究報告書

言ト報 内田るり子氏(東京都)1992年5月1日

ご逝去。謹んで、ご冥福をお祈り致します。

食今号もワープロとコピーぞ作りました。次号は93年2月刊。[編集担当:飯倉・常光・徳出]

日本口承文芸学会への入会希望者は入会申込書をご請求くださ L、。 入会金1，000円，年会費4，000円。

入会巾込詳前求・送金先:干112 3l!京都文京区白山 5-28-20 東洋大学・東洋学研究所 気付

日本口承文芸学会事務局 (TEL.03-3945-7483) 振替:東京 8-44834 

The Society for Folk.Narrative Research 'of ]apan， c/o The Institute for Asian Studies， Toyo 

University， j5-28-20 Hakusan， Bunkyoku， Tokyo，〒112，]apan. 

口承文芸に関心のある方を広くご紹介ください
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